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図 1．本システムでの作業イメージ 

 災害時の人的被害を最小限に抑えるためには，正確

かつ迅速な状況把握と情報伝達が必要不可欠である．

そこで筆者らは，それらを支援する目的で災害時即時

対応行動支援システムを提案した1）．本研究では，この

システムの応用として河川パトロール業務に着目する． 

 従来の河川パトロール業務の情報収集・送信および

報告書作成作業は，現場で用紙に必要事項を記入し，

電話・FAX により情報の伝達を行い，デジタルカメラに

よる画像は後々添付するというものである．このよう

な膨大な量の紙による情報管理には，必要情報の検索

や地域別，時系列ごとの分類に時間がかかることなど

データ管理に多くの問題が存在する．それに対して，

GIS を利用した電子データによる管理を行うことがで

きれば，データの管理作業は容易で，必要データを時

系列毎に，また地図上から直接引き出すことが可能と

なる．この場合，画像データも報告書と連動させ共に

管理することができる． 

 以上の観点から，本研究では災害時即時対応行動支

援システムを改良し，河川パトロール業務を効率化す

るための支援システムを開発する． 

 

２．河川パトロール業務支援システム 

 前述の災害時即時対応行動支援システムの一部とし

て災害情報収集支援システムが開発されている．これ

は，災害情報としての GPS による「位置情報」，携帯電

話付属のデジタルカメラ等による「画像情報」，そして

補足情報としての｢コメント｣を電子メールにより情報

収集サーバーへ送信するというものである． 

 そこで，このシステムを本研究に取り入れ，河川パ

トロール業務における情報管理，報告書作成作業をコ

ンピュータ上で行うために，表計算ソフトのマクロ機
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   図 2．災害情報データ管理画面例           図 3．メール送信フォーム例 

能を使用して報告書フォームを作成した．また，情報

伝達手段としてメールを使用するため表計算ソフトで

BSMTP2）を利用してメール送信フォームを作成した． 

 
図 4．報告書作成画面例 

 図1～図4がGPSでの情報収集から表計算ソフト上で

の報告書作成までの流れをまとめた簡易図である．図 1

に示すように，まず GPS 機能の付いた携帯電話による

情報収集を行う．このとき，送信しようとするコメン

トが過去の報告書でよく使われている内容であれば，

現場で直接書き込むのではなく，Java（機種によっては

Brew）アプリケーションを利用し，事前に登録されて

いる項目の中から選択できるようになっている． 

 専用サーバーに送信された情報は，データベース化

され，自動的に txt 形式で出力される．次に出力され

たテキストファイルを表計算ソフトで読み込む（図 2

参照）．ここで，GISMAP 上に受信情報がポイント表示さ

れ，空間検索で情報の来ていないエリア（パトロール

エリアとポイントが重ならないエリア）を検索する．

従来研究では，この作業を三角網で形成された面的な

エリアによって行っていたが，本研究では，計算時間

やデータ量を減少させるため，図 1 下側のような河川

に沿った線的な一定間隔で区切られたエリアを設定し

た．そして，情報の来ていないエリアの担当者には，

図 3 に示すようなメール送信フォームを用いてパトロ

ール要請のメールを送信する． 

 最後に，図 4 の示した画面例のように，表計算ソフ

トの報告書フォームを用いることで，従来の報告書と

同様の内容（堤防の状況，洪水流の状況，河川管理施

設及び許可工作物の状況，高水敷の状況，堤内地の浸

水状況等）に加えて画像データ付きの報告書を自動作

成することを可能にした．  

３．おわりに 

 本研究では災害時即時対応行動支援システムを，河

川パトロール業務に適応できるよう改良し，河川パト

ロール業務支援システムを開発した． 

 今後、本システムの実用化を目指し，社会実験等で

実践検証し，改良点・問題点を把握することが検討課

題として挙げられる． 
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